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２２ 

秋
・
冬
季
の
取
り
組
み
に
向
け
た
合
同
地
区
別
単
組

代
表
者
会
議
開
催
報
告
「
北
海
道
・
東
北
」
「
関
東

甲
信
越
」
「
中
部
・
近
畿
」
「
中
国
四
国
・
九
州
」

３３ 

論
壇 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
方
私
立
大
の
状
況
」

  　

岡
山
商
科
大
学
経
営
学
部
准
教
授
　

香
月 

恵
里

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
㉚ 

正
規
と
非
正
規
の
待
遇
差
解
消

に
向
け
て

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

岩
手
大
学 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
職
員
の
労

苦
を
ど
の
よ
う
に
視
覚
化
す
る
か
」

� 

愛
媛
大
学
「
対
面
と
遠
隔
を
組
み
合
わ
せ
、

新
し
い
組
合
活
動
の
ス
タ
イ
ル
を
」

� 

鹿
児
島
大
学
「
大
学
の
環
境
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
11
月
20
日
、２
０
２
１
年
度
政
府
予

算
案
編
成
に
む
け
た
財
務
省
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
全
大
教
か
ら
、

鳥
畑
委
員
長
、
長
山
副
委
員
長
、
永
井
書
記
長
、
森
戸
中
央
執
行
委

員
が
出
席
。
財
務
省
か
ら
印
南
主
計
官
補
佐
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
以
降
の
教
育
研
究
の
充

実
に
む
け
た
遠
隔
・
対
面
授
業
の

環
境
整
備
の
た
め
の
予
算
措
置
、

運
営
費
交
付
金
の
基
盤
的
経
費
の

増
額
と
安
定
的
措
置
、
共
通
指
標

に
よ
る
運
営
費
交
付
金
の
評
価
配

分
の
見
直
し
、
国
立
大
学
病
院
経

営
と
医
療
従
事
者
へ
の
財
政
支

援
、
学
生
へ
の
修
学
支
援
を
要
望

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
以
降
の
教
育
研
究
環
境

の
充
実
に
関
し
て
、全
大
教
か
ら
、

「
コ
ロ
ナ
労
働
実
態
・
教
育
研
究
環

境
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
も
と
に
大
学

等
の
状
況
を
紹
介
。財
務
省
か
ら
、

遠
隔
・
対
面
授
業
の
状
況
や
必
要

と
さ
れ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
内
容
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
全
大
教
か

ら
、
遠
隔
授
業
に
係
る
機
器
等
の

準
備
や
授
業
後
の
学
生
フ
ォ
ロ
ー

を
教
員
個
人
で
対
応
し
て
い
る
こ

と
、
感
染
防
止
を
し
つ
つ
対
面
授

業
を
行
う
た
め
の
苦
労
、
遠
隔
と

対
面
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
の
た

め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
予
算
と

人
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
学
生
寮

に
お
け
る
感
染
防
止
の
必
要
性
な

ど
、
教
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
こ

の
間
の
教
育
研
究
が
維
持
さ
れ
て

い
る
実
態
を
説
明
し
、
充
分
な
財

政
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

共
通
指
標
に
よ
る
運
営
費
交
付

金
の
評
価
配
分
に
関
し
て
、
全
大

教
か
ら
、
各
大
学
の
自
主
的
・
自

律
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た

め
に
も
、
ま
た
、
中
期
目
標
・
計

画
期
間
の
大
学
運
営
の
安
定
の
た

め
に
も
、
こ
れ
を
見
直
す
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。
財
務
省
は
、
大

学
の
教
育
研
究
の
発
展
の
観
点
か

ら
評
価
制
度
は
必
要
と
の
見
解
を

示
し
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、全
大
教
か
ら
、

教
育
研
究
予
算
の
充
実
は
コ
ロ
ナ

以
降
の
持
続
的
な
社
会
経
済
の
発

展
を
展
望
す
る
上
で
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
す

る
こ
と
を
求
め
、
政
府
予
算
案
編

成
に
む
け
て
引
き
続
き
の
努
力
を

要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

  （
書
記
長　

永
井 

信
）

　

高
専
機
構
本
部
は
全
大
教
高
専
協
議
会

に
対
し
、
10
月
21
日
付
け
で
「
人
事
院
の

給
与
勧
告
事
項
を
踏
ま
え
た
給
与
の
改
定

（
期
末
手
当
０
・
05
月
分
の
引
き
下
げ
）」

を
提
案
、
そ
れ
を
受
け
両
者
は
11
月
9
日

と
12
日
に
団
体
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で
団

体
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
の
交
渉
で
、
機
構
本
部
は
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
提
案
と
同
時
に
、
11

月
13
日
ま
で
に
結
論
を
出
し
た
い
と
説
明

し
ま
し
た
。
高
専
協
議
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
努
力
に

よ
り
高
専
教
育
を
支
え
て
き
た
こ
と
、
ま

た
今
後
も
教
職
員
が
一
致
団
結
し
て
い
く

必
要
の
あ
る
こ
の
時
期
に
期
末
手
当
を
引

き
下
げ
る
こ
と
に
は
了
承
で
き
な
い
」
と

強
く
反
対
し
ま
し
た
。
機
構
本
部
が
引

き
下
げ
実
施
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
の
で
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
相
応
の
代
償
措
置
が

必
要
で
あ
る
と
し
、
交
渉
後
に
引
き
下

げ
の
緩
和
、
手
当
支
給
、
代
償
措
置
を

含
む
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
２
回
目
の
交
渉
を
実

施
、
機
構
本
部
か
ら
、
期
末
引
き
下
げ

は
提
案
ど
お
り
と
す
る
代
償
と
し
て
以

下
３
件
を
実
施
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

・
子
の
看
護
休
暇
の
対
象
年
齢
引
き
上

げ
（
現
行
９
歳
か
ら
12
歳
へ
）

・
在
宅
勤
務
規
定
と
手
当
の
新
設
（
令

和
３
年
４
月
を
目
途
に
実
施
）」

・
不
妊
治
療
に
対
す
る
特
別
休
暇
の
新

設
（
令
和
３
年
度
を
目
途
に
実
施
）

　

高
専
協
議
会
は
代
償
措
置
の
対
応
に

一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も
、「
対
象
者
が

限
定
的
で
あ
り
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
代
償
措
置
が
必
要
で
あ
る
」

こ
と
を
要
求
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

双
方
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
機
構
本
部
が
「
令
和
２

年
度
に
限
り
、
年
末
年
始
に
１
日
の
有

給
の
特
別
休
暇
を
付
与
す
る
」
と
い
う

追
加
提
案
を
行
い
、
高
専
協
議
会
か
ら

「
年
末
年
始
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
年

度
内
と
し
、
取
得
日
も
各
教
職
員
が
選

べ
る
よ
う
に
」
と
要
求
、
機
構
本
部
は

「
そ
の
方
向
で
対
応
す
る
」
と
回
答
し
た

の
で
、
今
回
は
苦
渋
の
決
断
で
あ
る
が

受
け
入
れ
る
こ
と
を
返
答
し
ま
し
た
。

　

在
宅
勤
務
規
定
と
手
当
の
新
設
の
具

体
的
内
容
、
教
職
員
の
待
遇
改
善
に
関

す
る
件
で
は
、
継
続
し
て
今
年
度
中
に

団
体
交
渉
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
11
月
18

日
に
高
専
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
文

科
省
会
見
を
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
て

実
施
し
、
文
科
省
か
ら
高
等
教
育
局
専
門

教
育
課
の
星
課
長
補
佐
、
全
大
教
か
ら
は

岡
本
副
委
員
長
、
本
多
中
央
執
行
委
員
、

長
山
副
委
員
長
、
永
井
書
記
長
が
出
席
。

　

会
見
は
主
に
、
令
和
３
年
度
国
立
高
専

機
構
運
営
費
交
付
金
の
概
算
要
求
に
つ
い

て
行
わ
れ
、
明
ら
か
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
通
り
で
し
た
。

◇
要
求
額
総
額
は
６
７
１
億
円
で
、
２
０
２

０
年
度
予
算
額
に
対
し
48
億
円
増
額
要
求

◇
「
基
礎
的
な
運
営
費
交
付
金
」
は
３
億

円
減
少
し
、
５
３
８
億
円
の
要
求

◇
「
特
別
教
育
研
究
経
費
」
は
令
和
２
年

度
予
算
か
ら
45
億
円
増
額
の
76
億
円
要
求

◇
「Society

５.

０
型
未
来
技
術
人

財
」
育
成
事
業
で
は
新
た
に
「
防
災
・

減
災
・
防
疫
」
を
テ
ー
マ
に
要
求

◇
入
学
者
選
抜
改
革
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
出
願
の
導
入
を
検
討

◇
「
基
盤
的
設
備
の
整
備
」
と
し
て
50

億
円
要
求
。
内
訳
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
資
す
る
設
備
と
老
朽
化
・

陳
腐
化
が
著
し
い
設
備
の
更
新

◇
令
和
新
時
代
高
専
の
機
能
高
度
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か

ら
６
年
間
で
１
０
０
０
億
円
の
設
備
整

備
費
を
要
求
し
て
い
く

◇
高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
を
一
部
改

正
し
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

授
業
の
単
位
上
限
を
30
単
位
か
ら
60
単

位
に
拡
大

　

令
和
２
年
度
に
特
別
教
育
研
究
経
費

と
し
て
措
置
さ
れ
た
「
各
高
専
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
機
動
的
な
取
り
組
み
の
推

進
（
６
・
５
億
円
）」
は
、
令
和
３
年
度

も
継
続
し
て
７
億
円
要
求
し
て
い
る
の

で
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
活
用
し
て

頂
き
た
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
修
学
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
旧

制
度
で
支
援
を
受
け
て
い
た
が
新
制
度

で
対
象
か
ら
外
れ
た
学
生
に
対
す
る
継

続
支
援
経
費
を
事
項
要
求
と
し
て
別
途

確
保
す
る
予
定
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
設
備
更
新
の
点
で
全
大
教
よ

り
、
学
寮
施
設
が
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に

対
応
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
改
善
を

要
望
し
ま
し
た
。（
中
央
執
行
委
員
、

 

高
専
協
議
会
事
務
局
長   

本
多 

将
和
）


